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物質使用障害と精神疾患との関連に関する研究は、National Institute of Drug Abuse(NIDA)、Centre 
for Addiction and Mental Health(CAMH)などを中心に散見される。我が国の特徴としては、覚せい剤が
主要な違法乱用薬物であり、依存性の問題の他に、使用をやめた後にも遷延する精神症状により社会生
活が困難となっている者が多い。欧米では、こうした依存症治療のみでは回復困難な者について「物質
















支援策の検討を行った。研究 3では福祉施設での PSCDの実態を把握するために、全国の DARC関連
施設における常勤職員 86名、利用者 445名のデータを分析対象とし、福祉施設での PSCDへの支援策
を検討した。研究4では精神科医療機関において併存性障害集団認知行動療法プログラムを提供し、参





















を PSCD と仮定した場合、全体の 57.4%が PSCD群に該当し、OSUD群と比較して、年齢が若く、未婚率
と違法物質使用経験と犯罪歴が多かった。このプログラムによって、全体では、機能の全般性、物質使用
への問題意識と治療動機付けなどが向上しており効果が認められた。2 群間比較では、PSCD 群におい































平成 27 年 10 月 16日、学位論文審査委員会において、審査委員全員出席のもと論文について説
明を求め、関連事項について質疑応答を行った。その結果、審査委員全員が合格と判定した。 
なお、学力の確認は、人間総合科学研究科学位論文審査等実施細則第 11条を適用し免除とした。 
よって、著者は博士（学術）の学位を受けるのに十分な資格を有するものと認める。 
